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六
〜
七
年
前
だ
っ
た
、
お
寺
の
用
事
で
出

向
い
て
い
た
と
き
、
身
内
ら
し
き
数
人
が

納
骨
堂
の
前
で
集
ま
っ
て
い
る
。
顔
見
知

り
の
年
長
者
に
「
何
事
で
す
か
」
と
聞
き

及
ぶ
と
、「
弟
が
亡
く
な
り
今
日
納
骨
に

来
ま
し
た
」
と
。
そ
の
彼
は
小
学
校
の
同

級
生
、
六
十
半
の
別
れ
で
あ
っ
た
。
黙
っ

て
う
な
ず
く
だ
け
の
時
間
で
あ
っ
た
。
後

日
、
友
人
数
人
と
住
ま
い
を
訪
れ
、
弔
慰

と
共
に
幼
き
折
の
昔
話
で
彼
を
忍
ん
だ
。

帰
り
し
な
遅
れ
て
玄
関
に
立
っ
た
私
に
、

奥
さ
ん
は
そ
っ
と
声
を
か
け
「
主
人
は
や

さ
し
く
い
い
人
で
し
た
」
と
思
い
を
伝
え

る
よ
う
に
声
を
か
け
た
。
思
い
が
け
な
い

言
葉
に
私
は
顔
を
見
、
頭
を
す
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
。
友
の
車
の
帰
路
の
ひ

と
時
は
感
動
で
満
ち
て
い
た
。
帰
宅
後
、

妻
に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
。
彼
は
十
分
の

人
生
を
生
き
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
己
が

そ
の
場
に
な
っ
た
時
、
そ
の
よ
う
な
言
葉

を
掛
け
ら
れ
る
人
生
を
送
れ
る
か
自
信
は

な
い
。
平
均
余
命
ま
で
そ
う
遠
く
は
な
い
。

彼
と
は
人
間
性
に
違
い
が
あ
る
が
、
そ
う

生
き
る
こ
と
に
日
々
精
進
し
よ
う
。
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。
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、
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す
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あ
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を
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願
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お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
常葉保育所　親子デイキャンプ常葉保育所　親子デイキャンプ

▲田の草取り ▲代かき開始 ▲踏みならすための「かけっこ」

　5月17日、毎年恒例の常葉保育所デイキャンプが行われました。今回はお散歩に加え、昔ながらの遊び道具
である『ぶんぶん駒』を親子で作ろうという初めての試みを行いました。輪切りにした樫の木に2カ所穴を開け
て、ひもを通して出来上がりです。輪切りにする際に上手く真っすぐ切れず、保護者の皆さまも、いろいろと苦
労をされていました。
　子どもたちには、自分たちの好きな絵を描いてもらいました。ひもを通し、試してみると、きれいに回るもの、
回りにくいものなど、いろいろな『ぶんぶん駒』が出来上がりました。山の中で駒を作り、炊事棟へと移動して昼
食のカレーとフルーツポンチを作り、みんな満足そうに食していました。
　昨今の玩具など、ほとんどのものは工場によって作られ、お金を出せば買えるものばかりですが、この様な自
分たちで作ったものは、この世に一つしかありません。大事な思い出としてこれからも大切にして欲しいと思
います。

宮原小学校　田んぼの学校『代かき』宮原小学校　田んぼの学校『代かき』
　5月28日、宮原小学校2クラス合同で『代かき』を行いました。代かきは田起こしをした後の土をきれいに砕く
目的であること、土をしっかりと踏み固めて、地下に水を逃がさない様にするためであることを伝えました。馬
鍬（まが）の使用方法も披露し、いざ、子どもたちの実践となりました。初めは、田んぼに抵抗がある子たちがほ
とんどでしたが、服がガタ色になるにつれ、動きも激しくなっていきました。代かき終了時には、全身が泥パック
になっており、氷川の浅瀬で全身を洗い流して日程の終了となりました。
　昨年に続き、宮原小学校は田んぼの体験を主として行っていきます。一年を通して地元の産業である農業に
も目を向けてもらえればと思います。

▲田起こし ▲籾まき ▲代かき

東陽小学校　田んぼの学校東陽小学校　田んぼの学校
　5月14・21・26日の3回、東陽小学校『田んぼの学校』を行いました。一年を通して、田んぼの行程を学ぶ学習
の場として立神峡公園の棚田を使用し、田起こしから収穫までを行っています。5月は『田起こし』『籾（もみ）ま
き』『代かき』。どの工程も最初は抵抗があるものの徐々に慣れ、最後には競うほどになっていました。田起こし
では交互に道具を交換しながら、きれいに土を耕し、籾まきでは苗床にまんべんなくまいてもらい、代かきでは
少ない人数の中、一生懸命に馬鍬（まが）をひき、土を踏みならしていました。1年間しっかり学習をしてもら
い、農業の大変さや、育てる喜びを味わっていただけたらと思います。


